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総務省届出済 

神戸市１号 

 

  第 33回 神戸市内景況・雇用動向調査票（令和３年７月調査） ○秘  

神戸市経済観光局 

（はじめに） 

この調査は、貴社の景況や雇用動向等がどのように変化しているかを、四半期ごとに把握することを目的としています。 

おたずねする各四半期の状況については、直前の期と比較してどう変化したかをご回答ください。 

Ⅰ. 景況雇用動向についておたずねします。 

【問 1】 該当する箇所に○印、その他（  ）内には詳細をご記入ください。 

（※）製品・商品を持たない業種の場合は、未記入でお願いします。                       
 

 令和 3年（2021年） 

1～3月期 

（実 績） 

令和 3年（2021年） 

4～6月期 

（実 績） 

令和 3年（2021年） 

7～9月期 

（予 想） 

令和 3年（2021年） 

10～12月期 

（予 想） 

(1)市内の景気 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 

(2)自社業況  (※季節変動を

含めずにご回答ください。) 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 

(3)生産・売上 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 

 
 (3)｢生産･売上」で 

1か 3を回答の方へ 

  

(3-1)増加・減少の要因 

（○はいくつでも） 

1．一般的需要要因 2．季節的需要要因 3．在庫調整要因 4．生産能力要因 

5．社会政策的要因   6．その他（                     ） 

※特に、新型コロナウイルス感染症による自粛/反動の影響が大きい[  ]（該当する場合は〇） 

(4)経常利益 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 

 
 (4)「経常利益」で 

1か 3を回答の方へ 
  

(4-1)増加・減少の要因 

（○はいくつでも） 

1．販売数量要因 

5．金融費用要因 

2．販売価格要因 

6．その他（ 

3．人件費要因 4．原材料費要因 

         ） 

(5)製品・商品在庫量（※） 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 

(6)仕入れ単価（※） 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 

(7)製品・加工単価、販売単価 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 1上昇 2不変 3下降 

(8)生産設備（※製造業の方のみ） 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 1過剰 2適正 3減少 

(9)設備投資 1した   2していない 1した  2していない 1する   2予定なし 1する   2予定なし 

 
 (9)「設備投資」で 

1したと回答の方へ 
  

(9-1)投資目的 1．生産能力増強 

5．公害・安全対策 

2．合理化・省力化 

6．労働環境改善 

3．研究開発 

7．その他（  

4．維持・補修・更新 

        ） （○はいくつでも） 

(10)資金繰り 1改善 2不変 3悪化 1改善 2不変 3悪化 1改善 2不変 3悪化 1改善 2不変 3悪化 

(11)雇用人員 1過大 2適正 3不足 1過大 2適正 3不足 1過大 2適正 3不足 1過大 2適正 3不足 

(12)所定外労働時間 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 1増加 2不変 3減少 

次頁もご記入ください。 
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Ⅱ．特別調査：コロナ禍中の経営状況の変化についておたずねします。 

【問２】貴社が懸念する経営リスクは何ですか。（〇は 2 つまで） 

1．内需の不振  2．輸出の不振 3．競争激化  4．為替の変動   

5．金利負担増大 6．資金借入難 7．材料・燃料費高騰 8．人手不足 

9．取引先の倒産  10．その他（具体的に：                            ）  

 

【問３】貴社の融資・借入状況についてお答えください。          ※該当する場合は[ ]にも〇をつけてください。 

（３－１）現在、借入金がありますか。（１つに〇） 

1． 借入金がある（うち、運転資金[ ]   投資資金[ ] ）  

2． 借入金はない（うち、コロナ禍で融資・借入を活用したが返済済み[  ]）→【問 4】へ 

 

（３－２）貴社の現在の融資・借入金は、コロナ禍前と比べてどの程度変化しましたか。（１つに○） 

 令和３(2021)年 7月時点の借入金の総額は、令和元(2019)年 7月時点と比べて                                                

 

（３－３）借入金の返済時期はいつですか。（○はいくつでも） 

1．1年以内   2．2年以内   3．3年以内   4．3年超 〔リスケジュール予定あり[ ]〕 

 

【問４】今年の 4月～６月の売上高は、一昨年の 4月～６月に比べてどの程度変化しましたか。（１つに○） 

令和元(2019)年 4月～６月の売上高に比べて 

 

【問５】今後、売上高を維持・拡大するために貴社が重視していることは何ですか。（○は２つまで） 

1．販売戦略 2．人材育成    3．新規顧客の獲得   4．知名度の向上  

5．ネット対応 6．設備更新・増強 7．雇用の維持・確保 8．研究開発  

9．業態転換 10. その他（具体的に：                               ） 

 

【問６】新たなビジネスモデルの構築や新分野進出などの事業再構築についてお答えください。 

※該当する場合は[ ]にも〇をつけてください。 

（６－１）経営環境の変化に合わせ、事業再構築に着手しておられますか。（１つに○） 

1．着手している→(6-3)へ   2．着手していない（うち、着手したいと考えている[  ]） 

 

（６－2）事業再構築に着手していない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

1．売上が好調      2. 経営に余力がない    3．資金力不足 

4．人材不足       5．事業用地の不足     6．ビジネスアイデアがない   

7．後継者がいない     8．その他（具体的に：                       ） 

 

（６－3）事業再構築に活用できる制度について、貴社で活用したいものがありますか。（○はいくつでも） 

1． 中小製造業投資促進等助成制度(神戸市)（うち、採択された[  ]） 

2． 中小企業新事業展開応援事業（兵庫県）（うち、採択された[  ]） 

3． 事業再構築補助金(経済産業省) （うち、採択された[  ]） 

4． その他（具体的に：                                    ） 

1．50％以上 
  の増加 

2．30％以上 50％ 
未満の増加 

3．15％以上 30％ 
未満の増加 

4．15％未満 
の増加 

5．変化なし 6．減少 

1．50％以上 
  の減少 

2．30％以上 50％ 
未満の減少 

3．15％以上 30％ 
未満の減少 

4．15％未満 
の減少 

5．変化なし 6．増加 
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【問７】雇用の状況についておたずねします。                ※該当する場合は[ ]にも〇をつけてください。 

（７－１）新型コロナ感染症拡大を背景に、雇用について貴社の状況は変わりましたか。（１つに○） 

1．変わった   2． 変わらない→(7-3)へ 

 

（７－２）雇用について貴社の状況は、どのように変わりましたか。（○はいくつでも） 

1． コロナ禍前よりも人手がいらなくなった（うち、IT化の影響が大きい[  ]） 

2． コロナ禍前よりも人手が必要になった （うち、事業拡張等による増員[  ]） 

3． コロナ禍前とは必要なスキルが変わってきた（うち、ITスキルがより必要になった[  ]） 

4． その他（具体的に：                                   ） 

 

（７－３）雇用について、どのようなお困りごとがありますか。（○はいくつでも） 

1．人材の確保に関すること（うち、求める人材とのミスマッチによる採用難[  ]）   

2．雇用の維持に関すること（うち、売上変動が大きいことによる維持困難[  ]） 

3．人材の育成に関すること（うち、特定スキルの育成指導が困難[  ]） 

4．その他（具体的に：                                   ） 

 

【問８】手続きの電子化が進んでいます。貴社の状況に当てはまるものすべてに〇をつけてください。 

1．確定申告は電子申請を利用している 2．補助金等の申請は電子申請を利用している   

3．電子メールやパソコンを利用している 4．いずれも利用したことがない 

 
◆貴社の業種、資本金について、該当するものを１つずつお選びください。 

業種（主なものを１つ選んで番号に○をつけてください。〔 〕内の業種を扱っている場合は○をつけてください） 資本金 

（
製
造
業
） 

1. 食料品･飲料･たばこ･飼料〔うち、洋菓子[  ] 、清酒[  ]〕  2. 繊維･衣服 

3. 出版･印刷   4. ゴム･皮革製品〔うち、ケミカルシューズ[  ]〕  

5. 化学、石油･石炭製品、窯業･土石製品   6. 鉄鋼･金属製品･非鉄金属   

7. 一般機械   8. 電気機械、情報通信機械、精密機械   9. 輸送用機械  

10. その他製造業 (具体的に：                        ) 

1. 500万円未満 

2. 500万～1,000万円未満 

3. 1,000万～3,000万円未満 

4. 3,000万～5,000万円未満 

5. 5,000万～1億円未満 

6. 1億～3億円未満 

7．3億～10億円未満 

8. 10億円以上 

（
非
製
造
業
） 

11．建設業  12．情報通信業  13．運輸業、郵便業  14．卸売業  15．小売業 

16．金融業、保険業  17．不動産業、物品賃貸業  18．学術研究、専門･技術サービス業 

19．宿泊業、飲食サービス業  20．生活関連サービス業、娯楽業  21．教育、学習支援業 

22．医療、福祉   23．複合サービス事業   24．サービス業（他に分類されないもの） 

25．その他非製造業 (具体的に：                               ) 

主な 

事業内容 

（具体的に） 

 

 

貴社全体の 

従業者数（常用・ 

日雇・ﾊﾟｰﾄ含む） 

1. 1～4人     2. 5～19人     3. 20～49人 

4. 50～99人    5. 100～299人   6. 300～499人 

7. 500～999人   8. 1,000人以上 
 

◆貴社の概要およびご記入者名をご記入ください。 

企業名 
 記入者名  

（所属・役職） （所属          役職        ） 

代表者名 
 連絡先 ☎（     ）      － 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ           ＠ 

◆神戸市から各種支援策の情報提供やアンケート等をお送りしてよろしいですか？  1．希望する  2．希望しない 

◆今後はインターネット調査を希望されますか？   1．希望する  2．希望しない 

ご協力ありがとうございました。 

【問い合わせ・ＦＡＸ送付先】神戸市内景況・雇用動向調査事務局  担当： 小林、桜井  

ＴＥＬ：０６－４８０１－９２７１  ＦＡＸ：０６－４８０１－９２２８ 

※ＦＡＸでご回答の際は、３ページとも送信願います。【締切日】令和３年８月３１日（火） 


